
マイナンバーカード未取得者に対する国からの勧奨通知について

１．勧奨通知の送付

○マイナンバーカードの普及促進のため、健康保険証としての利用開始（令和３年３月）

に合わせ、令和３年１月から３月にかけ、カード未取得者に対してオンライン申請に

利用可能な交付申請書が送付される。

２.送付対象

〇カード未取得者、ただし下記の者を除く（全国で約8,000万人、長野市約27万人）

① 75歳以上の者 ②乳児 ③在留期間の定めのある外国人住民 ④ DV被害者等

３.送付方法

○地方公共団体情報システム機構（Ｊ－ＬＩＳ）が申請書を個人単位、普通郵便で直接

対象者に送付。
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２
４ マイナンバーカードの申請方法

〇申請書のQRコードを利用しスマートフォンで申請するか、申請書に写真を貼り、

同封されている封筒でＪ－ＬＩＳへ郵送により申請する。

５ マイナンバーカードの受取方法

〇申請から約１か月後に案内通知が自宅に届く

⇒電話かインターネットで受取場所（本庁または支所）と日時を予約する

⇒申請者本人が、本庁（市民窓口課）か支所でカードを受け取る

・受け取りについて、支所は平日のみ。本庁（市民窓口課）は、日曜開庁日（毎月第

二日曜日）、臨時開庁日（2/23、3/28、4/4）、毎週火曜日夜（19時まで）での受け取

りも可能。



案内通知イメージ
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QRコード付申請書イメージ
（ＱＲコード、申請者ＩＤ、住所、氏名、
生年月日等を印字済）

パンフレットイメージ



マイナンバーカードの保険証としての使い方

メリット

・ 就職、転職、引越をしても保険証の切り替えを待たずに、マイナンバーカードで受診が可能。

・ 限度額適用認定証がなくても、高額療養費制度における限度額以上の支払いが免除される。

・ マイナポータルを活用して、特定健診情報（本年3月～）、薬剤情報（本年10月～）が確認でき

る。また、2021年分の確定申告の医療費控除の手続きで自動入力が可能。

安全性と今後の予定

・ マイナンバーカードの健康保険証利用には、ＩＣチップの中の「電子証明書」を使うため、医療

機関等で、１２桁のマイナンバーは使われません。

・ カード内のＩＣチップには、税や年金等個人情報は記録されず、改ざん防止も確実。顔写真付

きで他人のなりすましが困難であり、安全性は担保されています。

・ 令和６年度には、運転免許証と統合予定。
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